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　松ケ岡では明治初期の開墾当時、養蚕業のための
桑栽培とともに、重要輸出品の一つであった茶の栽
培にも取り組みました。親交があった西郷南洲翁に
茶銘を頂くなどしましたが、気象条件が合わなかっ
たこともあり、茶の栽培はうまくいきませんでした。
　試験栽培は、入間市博物館の館長から「温暖化で
栽培地の北限が上がってきている。寒冷地に強い品
種も開発されているので栽培してみたらどうか」と
勧められ、「140年前に実現できなかった先祖の夢
に挑戦しよう」という気持ちで取り組み始めました。
　この５年間で一番の課題は、積雪や寒さから苗木

を守ることでした。豪雪で約２割の苗木がつぶれて
しまったこともありましたが、試行錯誤を繰り返し、
ようやく茶葉の収量・品質ともに安定してきました。
茶葉は、製茶時の発酵具合で緑茶、烏龍茶、紅茶へ
と仕上げられます。松ケ岡の茶がどれに適するか、
選別する段階まで来たことに手応えを感じています。
　また、昨年から、茶摘みから製茶まで体験できる
「お茶づくり体験」を開催しています。今年は７月
12日○土・13日○日に開催します。是非松ケ岡に遊びに
来てください。詳しくは松ヶ岡産業㈱☎64‐1331
へお問い合わせください。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

北限の茶の産地「松ケ岡」を目指して

清
せ い の

野 忠
ただし

さん　（羽黒・松ケ岡）

　松ヶ岡開墾場では、埼玉県入間
市博物館の支援と指導の下、平成
22年に茶の試験栽培を始め、「さ
やまかおり」「ほくめい」「ゆめわ
かば」の茶畑を栽培管理していま
す。清野さんは、その中心となっ
て、北限の茶の産地を目指して奮
闘中です。
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